
｢アジア遠隔教育プロジェクト｣日本語マルチメディア教材の開発について

清水政明 ･小松恭子 ･藤本かおる･橘秋玉･宮田剛率.西郡仁朗

0 はじめに

本稿は､東京都知事本局を中心とする ｢アジア遠隔教育プロジェクト｣の一環として行

われた日本語マルチメディア教材の開発について報告するものである｡本教材は､本学で

既に開発された日本語超上級マ′レチメディア教材 『夢を紡ぐ街一東京一』 1のコンセプトを

踏襲し (西郡2004､西郡 ･篠崎2004)､｢東京都から世界に発信する日本文化とそれを担

う若者たち｣､｢独自の文化を育む都内各所の地域紹介｣ というテーマで開発した日本語中

級マルチメディア教材である｡以下､本教材の開発の過程についてその概略を述べ､コン

テンツ主導型､且つ学習管理等各種ニーズに対応可能な教材開発の手法を提案する｡

1 概要

本教材の開発は､清水の担当する首都大学東京大鞘 人文科学研究科開講科目 ｢日本語

教育学特殊研究Ⅰ･日本語教育学特論I｣(平成17年度)におけるプロジェクトワークと

して行われ､当該授業における小松･藤本･濁･宮田との議論を前提に進められた｡また､

全体の調整､素材収集作業を清水と西郡が行った｡

作業手順は､1.コンテンツ選定､2.事前インタビュー ･現地素材収集､3.スクリ

プト作成､4.本番撮影､音声等素材収録､5.問題作成､6.LMS(LearningManagement

System:学習管理システム)との統合と編集という6つの段階に分けられる.以下､それ

ぞれの過程について詳説するO

2 コンテンツ選定

｢東京都から世界に発信する日本文化とそれを担う若者たち｣､｢独自の文化を育む都内

各所の他或紹介｣に相応しいコンテンツとして､今回､1.日本が誇る ｢アニメ文化｣を

担うアニメキャラクターとそのテーマパーク (多摩市サンリオピューロランド)で働くダ

ンサー-のインタビュー､2.ダンサーが日々活躍し､芸術色豊かな地域性を誇る多摩セ

ンター地区の紹介､3.日本の ｢ものづくり文化｣を担う若き技術者-のインタビュー､

4.｢ものづくり文化｣の発信地大田区の地域紹介､という4つを選択した｡

Ihttp:Njapanese.human.mehTl･U.aCJ'p/miC-jnbb,ODW/de払ult-ie.htmi
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日本で学ぶ留学生､及び海外で学ぶ日本語学習者-のコンテンツを考えるとき､まず学

習目的の観点から､対象となる学習者の需要が総合日本語教育 (JGP:Japmesefor

GeneralPurposes)と目的別日本語教育 (asp:JapaneseforSpecificPurposes)のいず

れに属するかを見極める必要がある2｡今回のように学習内容の専門性が問われない JGP

を考える場合､会話場面の設定等によるプラクティカルな面を重視した内容と､日本事情･

日本文化の紹介といったコンテンツ主導型の内容が想定されるであろう｡中でも日本事

情･日本文化の紹介を考える場合､文化的事象の中でも､従来主に社会の支配的な文化 (メ

インカルチャー)が取り上げられることが多かった｡一方､アジア諸国で ｢キティ-ちゃ

ん｣をはじめとするアニメキャラクターが絶大な人気を博しており､アニメや漫画を理解

したいという要求から日本語を始める学習者が跡を絶たない昨今において､下位文化 (サ

ブカルチャー)と位置づけられる文化事象を日本事情･日本文化紹介のコンテンツとして

取り上げることが求められている｡そこで今回､海外の日本語学習者の大きな学習動機と

なりつつある日本の ｢アニメ文化｣を発信する拠点の一つとしてサンリオを取り上げる｡

また､海外からの研修者が常時派遣され､日本を代表するものづくり文化の発信地である

大田区を取り上げ､そこに伝承される様々な分野の技術をマルチメディアの利点を最大限

に活かしつつ紹介するという内容を考案した｡

実際に行われたインタビュー内容そのものはやや専門的な部分を含んでおり､一部JSP

的要素を包含していることが一見して明らかである｡しかし､学習者層の多様化と共に学

習動機も多様化する日本語教育の現状を鑑み､下位文化的要素として位置づけられるやや

特殊な分野をコンテンツとして取り上げる際､ある程度の内容の偏りは避けられないもの

と判断し､あえて当該コンテンツの開発に着手した｡

まず､サンリオピューロランドで活躍するダンサー-のインタビューに関しては､日本

国内のみならず海外にも厚いフアン層を誇るアニメキャラクターの生みの親である ｢サン

リオ｣で活躍するダンサー安福由美子さん-のインタビューという形式でコンテンツ開発

を行った3｡

ダンサーの活躍する多摩センター地域の紹介内容として､芸術､学問といった地域性を

特徴付ける多摩中央公園､首都大学東京､多摩市内を流れる川を背景に､多摩センター地

域の様子を安福さんに語ってもらうという形式を採った4｡

次いで､ものづくり技術者-のインタビューに関しては､セントラル技研工業抹式会社

2それぞれの訳語は/J臓 主幹 (洲 3)に準ずる｡

･lインタビュー対象者の人選､撮影に際しては､東京都多摩市サンリオピューロランドの全面的な協力を得TL
l多摩市の協力の下､主に多摩中央公園で物影を行った
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エンジニアの東浩明さん (ロボット開発担当)にインタビュー対象としてご協力頂き5､も

のづくり大国日本の誇る技術について語って頂いた｡

最後に､大田区地域紹介に関しては､680年の歴史を誇るとも言われる行事 ｢水止舞｣

の紹介6､日本における海苔産業発祥の地 ｢大森｣と現在国の重要有形民俗文化財に指定さ

れている海苔生産用具の紹介7､大田区のものづくり産業を官学が一体となって支援し､も

のづくりを ｢文化｣として推進する町の雰囲気 (大田工学会のような組織の存在)を紹介

し､ものづくりの現場である町工場の様子をマ/レチメディアを利用して学習者に提示する

べく､セントラル技研工業(秩)､(有)協同ゴム工業所､(有)羽田精光､(育)宮滞精機製作所､

及び北n.断交製作所にて素材収集を行った8.

3 事前インタビュー ･現地素材収集

スクリプト作成に先立ち､まずインタビュー対象者に事前インタビューを行った｡同時

に､臓 召介で利用する画像素材の収集を行った｡

ダンサー-のインタビューのポイントとして､ダンサーになったきっかけ､仕事の内容､

やりがいのあるところ､大変なところ､アジアで大人気の ｢キティ-ちゃん｣をはじめと

するサンリオの誇るアニメキャラクターについて､ステージから伝えたいメッセージ等を

準備しておき､事前インタビューに臨んだ｡

同様に､ものづくり技術者-のインタビューについては､ロボット製作を始めたきっか

け､ロボットコンテスト等における受賞歴､開発したロボット､仕事のやりがい､苦労､

ものづくりのモットー､将来の夢等に関して語ってもらった㌔

特に大田区において事前インタビューを行った際､同時にものづくり現場の様子を伝え

る素材､また大田区の歴史を伝える行事等の素材収集に努めた｡例えば､上述の ｢水止舞｣

の様子を同行事の舞台となった厳正寺で､国の重要有形民俗文化財に指定されている海苔

生産用具を大田区郷土史博物館で､町工場の様子を伝える素材として､セントラル技研工

業(秩)にてロボット開発の様子を､(郁協同ゴム工業所にてゴム製電気ソケットの製作風景

を､(有)羽田精光､(有)宮滞精機製作所にてそれぞれの製品と開発過程を､また北叫駿交製作

所では北嶋社長自らによる解説の下､製作風景を撮影する機会を得た｡ここに記して感謝

の意を表する次第である｡

･'･大田工学会 (大田区自民党連合会談員近稀忠夫氏､東京工菜大学教授鈴木正昭氏)並びに大田区在英経済部 (産辛

振興課工黄振興係長川上立杜氏)の全面的な協力を得た｡

(;関連資料の収集を含め､撮影に際しては水止舞保存協会 (会長平林尭正氏)の全面的な協力を得た｡

7保存樹調である大田区立郷土博物館の協力を得た｡楯影に際しては､特に当館学芸員北射敏氏の協力を得た｡

N撮影対象の選定､機影に際して､大田工学会､大田区産業経済部の全面的な協力を得た｡

I)今回の事前インタビューは､西郡､清水が担当した｡

-87-



4 スクリプト作成

事前インタビューの内容に基づき､スキット内容の開発を行った｡まず､本教材が中級

学習者を対象とすることから､基本的にスクリプト所収語嚢を 『日本語能力試験出題基準

(改定版)』(日本国際教育協会･国際交流基金､2002)所収語桑の2級レベルまでに止め

るよう努めた｡しかし､ダンサー､ロボット開発技術者という職種の特殊性から､専門語

桑が頻出することから､内容理解のキーワードとなりうる一部の専門用語に関しては､2

級レベルまでの語垂にパラフレーズすることを敢えてせず､コースの内で説明する方針を

採った1㌔

2つのインタビュー及び多摩センター地区の紹介は､基本的に対話形式を採り､大田区

の地域紹介に関しては､ナレーターが最初と最後に出演し､本編部分はトピックに関連す

る映像に音声のみの解説用ナレーションが付加されるという形式にした｡

上記の4トピックが､それぞれ3-4のセクションに分かれ､セクション毎に学習コー

スの設定が可能となるよう質と畳を調整した｡開発されたスキット内容は ｢資料1スクリ

プト資料｣に示した通りである｡

5 本番撮影､音声等素材収録

ダンサー-のインタビュー､技術者-のインタビュー､及び多摩センター紹介の3つの

トピックについては､現場でインタビュアー11とインタビュー対象者が対話する様子を撮

影し12､大田区地域紹介についても､最初と最後のシーンのみ現地で撮影を行った13｡

インタビューシーンに関しては､基本的に出演者2名が対話する様子を正面から画面を

固定して撮影したが､インタビュアーとインタビュー対象者それぞれのアップ映像を随所

に挿入するべく､インタビュー対象者に関しては､適宜サブカメラでズームアップ画像を

撮影した｡同時に､当該箇所を別撮りすることも行った｡画像の等質性を問うならば､や

はり正面画像を撮影したカメラによる別撮り画像が選択の際庭先されるが､談話的流れ(特

に音声面での相対的ピッチレベルやイントネーション)の自然性を著しく損なう場合には､

toスクリプト†触 ま､主に藤本､小松､滑水が担当い㌔富強 のレベ/レチェックを行った上で､中級レベルから外
れる語痕が出現した場合､宮田を中心に採用の是非を諮給した｡
11今回､インタビュアー役､音声･質問映像収録に際しては､首都大学東和劉団 r時計｣所属富岡里江氏の協力を
得た｡

12実験的に rJll沿いJシーンの背景画像と会話シーンのクロマキー合成を耗みたが､現地投影のものと比較したと
ころ､会話音声の聴取を阻審しないレベルの背魚音が逆に蕗場感を醜し出すことになり､結果.現地船影のものを

採用することとなった｡

I:l今回の素材収集で使用した主な機糊 は以下の通りである｡デジタ/噸 影機 (ⅥcbrDVCam(氾lder
GY･DV300)､音声収録用マイク(SonyUrPSynthesizedThnsmi ttz!rUrn-Bl,SonyUHFSynthesizedDiversity
nInerURX-Pl)､デジタル音声録音機 (鮎nym由talAudioTapem氾ktyrC-300ES)､音響信号混合機
(audio･technicaPortableMuldMixerAT･PMX5P).
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サブカメラの映像が優先されることは言うまでもない｡

撮影中の作業は､対話シーンの画像､音声､日本語のチェック､及び静止画像の撮影の

4つに分かれる14｡ 特に今回のようにワイヤレスマイクでインタビュアーとインタビュー

対象者それぞれの音声を収音し､ビデオカメラ内で合成する場合､カメラの内蔵マイクを

利用する場合に比べて若干音声経路が複雑となるので､合成後の音声を常時チェックする

ことが重要である｡

撮影最中にインタビュー対象者から内容訂正の要求が出される場合がしばしばあった｡

その場合､含まれる語桑のレベルをチェックした上で､第4節で述べた基準に則ってでき

るだけ要望通り修正するよう努めた｡また各言緒 による語桑アクセントが辞書記述と異な

る場合が散見されたが､明らかなアクセントの記憶違いと認められる場合を除き､談話の

自然さを重視し､できるだけ話者の直感を尊重することにした15｡

6 問題作成

以上に記述した素材を基にコースデザインを行った｡基本的には､収集した素材をマル

チメディアを用いて学習者に提示し､最終的にその内容を理解するというタスクを設定し､

段階的に内容理解の助けとなる問題を解いてゆくという形である｡開発過程においてここ

で必要となる作業は問題作成である16｡

学習コースは､｢ステップ1:会諭映像の視聴｣､｢ステップ2:キーワードと背景知識の

理解 (説明の参照)｣､｢ステップ3:単語の聞き取り (スペリング穴埋め問題)｣､｢ステッ

プ4:内容の理解 (選択問題)｣､｢ステップ5:文･フレーズの聞き取り (スペリング穴埋

め問題)｣､そして ｢ステップ6:会話内容の再確認｣から成る｡現在一部のトピックに関

しては､更に ｢練習1:学習単語の発音練習 (音声入力)｣､｢練習2:ノンバーバルなポイ

ントのチェック (説明の参照)｣､｢練習3:内容理解 (音声入力)｣を開発中であるが､目

下実験段階である｡以上の概略を図1にまとめておく｡

ステップ1でまず映像をそのまま提示し､ステップ2では静止画像等を用いてキーワー

ドとなる耽念や固有名詞を簡単に説明する｡この説明文で用いる語嚢も中級レベルに統制

する｡3､4､5の各ステップでは､学習者へのフィードバックが可能なプログラムを利

用し､文字入力及び内容理解のための選択問題を課し､その場でフィードバックを行う｡

1･l特に静止画像の鰍 は婿が担当した｡

]{･例えば､｢シアターJ(英語 ｢theater｣)のアクセントとして ｢シアター｣と発話される場合などであるが､当紘
分野の椎葉に手跡 する話者のアクセントが辞番の記述と泉なる場合､当誇亥分野において現在起こりつつある変化を

如実に反映するものであると理解し､やはり自然性の観点から言緒 のi包苗を優先い㌔

1{;問題†俄 の†簡 ま､清水がサンプルを示した上で､主に藤本､小松が担当した｡
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図2 トピック選択画面そして､ステップ6において､最終的に内容がどれだけ理解できたかを確認するために再

度会諭映像を提示する｡現在実験的に開発中の練習部分も､基本的に内容理解の域を脱

するものではないが､上記各ステップにおいて文字ベースで行ってきた､理解した内容の入

力とフィードバックを､音声ベースで行う試みである17｡学習者は学んだ単語を発音し､画

面に出現する質問者の､内容に関する単純な質問に対して､マイクを通じて音声で答え､

それが正解か不正解かのフィードバッ

クを受けることになる｡7

LMSとの統合と編集｢アジア遠隔教育プロジェクト｣の事前調査によると18､ウェ

ブベースの遠隔教育を推進する台湾､韓国等アジア諸国では､教材の電子化及びマルチメ

ディア化に加えて､学習履歴をはじめとする学習管理が可能であることが必須要素である

と指摘された｡そこで､今回､フリーウェアのLMSとして広く知られるMoodle19を採用し､コンテンツの組

み込み作業を行った｡17音声入力とその評価というと､数年前までは大掛かりなシステムとデータベースを必要

としたが､特に日本語を対象に考えるならば､簡単な評価のみであれば､近年パソコンレベルで手軽にプログラムの開発が可能となった

詳細は以下に述べる｡1拐例えば､2005年7月に台湾

で行われた現地弼盃等,l!Ihppt:Nwww.m00d



図3 LMSとマルチメディア素材の統合まず､M血 Ie上で､本稿 ｢資料1｣に示す ｢Tit

le｣毎にトピックを設け､6節で述べた各ステップを ｢リソース｣あるいは ｢活動｣

として作成した｡フィードバックが可能な問題作成が手軽に行えるソフトとして､例えばHotPot

atas等が広く知られており'20､ここではステップ3,4,5の問題作成に際し同ソフトを利

用した｡HotPotatasで作成された素材は同ソフトの書き出し形式のままモジュール化した上でMoodleに取り込む

ことができるので､非常に便利である｡Mtdeを用いたコースデザインの問題とし

て､マルチメディア素材との統合の問題がまず挙げられるであろう｡静止画像であれば容

易にリンクすることが可能であるが､動画像､音声とのリンクがそれに比して非常に面倒

である｡今回はHTMLソースを直接改変することで対処したが (図3参

照)､同ソフトの今後の改善が待たれる｡上述の通り､Mbodle上で各トピック毎にコ
ンテンツを作成する場合､独自にウェブページを作成する ｢リソース｣と呼ばれる類と､

他の素材の取り込みあるいはリンキングを行う ｢活動｣と呼ばれる類のものに分かれ､そ

れぞれ別階層に位置づけられている｡ここで問題となるのは､｢活動｣と位置づけられる素材

の場合､｢ジャンプ｣機能が利用不可能であり､今回のように学習者に順を追ってタス

クを消化させるコース設定においては不都合となる点であるo今回の敏合は､各タスクが

終了する度にコースのトップページ-戻る20http:仙o



図4 練習メニュー音声入力画面よう指示を徹底することで対処しているが､この点もMood

leを利用する際注意を要する｡最後に､現在実験段階の ｢練習｣メニューに関して述べる｡

現在WindowsXPには音声認織機能が標準装備されており､例えばフリーウェアと

して利用可能な音声認識システムJulius21のWindows対応プログラムなどを端末に組み込

むことにより簡単な音声認識ソフトを作成することができるo同システムのウェブページ

で公開されているディクテーションプログラム22などを参考に入力音声の文字化を行い､

そのテキストと予め用意した正解テキストを照合することにより､簡単な正誤問題を作成

することができる｡それにより､図4に示すように質問者の動画像が出現し､そこで提示

された問題に対し､回答を音声入力するようなソフトを作成することが可能である｡現時

点では､まだ動作そのものが不安定な部分を含んでいるため､今後引き続き開発を進めていきたいと

考えている2308 おわりに以上に概要を述べた本教材の開発過程を踏まえ､以下に本教材

の特徴について整理しておく｡1. 日本事情･日本文化紹介というコンテンツの中で

も､今後学習者の学習動機として大きく発展していく可能性を秘めた下位文化 (サ

ブカルチャー)的要素にも配慮し2暮htq):巧u
血 乱SOurCbrge.jrJ'B例えば､htq)'JBuhuB.SOllrCeforge.jp/sapiJSamples/JavaScript

Jdictpad_html亀法1本プログラム開発に関しては､主に滑水と



つつコンテンツ開発を行った

2.LMSとマルチメディアの統合による多種多様なニーズに対応可能な仕様を目指

した..

3.開発にあたっては､比較的容易に扱えるフリーソフトを最大限利用することにより､

開発過程そのものを誰でも再現できるよう工夫した｡

特に第3点について､システムの取り扱いやプログラミングに振り回されることなくコ

ンテンツに重点を置いたCAIL教育が今後より一層広く実践される一助となるべく､本稿

の開発手法を提案するものである｡

参考文献

大田区経営管理部広報広聴課 ｢大森の海苔産業｣olttP:〟www.cibr.ota_tokyo.jp/ittemiyo/rok/

nori.hh)

大田区立郷土博物館 (1993)『大田区海苔物語』

(1994)『工場まちの探検ガイド』

(1995)『重要有形民俗文化財 大田区及び周辺地域の海苔生産用具』

月刊ポータル編集部 (2004)｢河川文化の語り部たち (23)雨止め祈願として伝えられる

｢水止舞｣は願いを叶えた仏様-の感謝から始まった｣『月刊ポータル,』36,pp.54-5[水

止舞保存協会提供資料]

小池生夫編集主幹 QOO3)『応用言語学事典』,研究社
鈴木正昭 eOO4)『技術技能の伝承とグローバル化 -その祝題と将来性-』日本機械学会

講演会 (No.04-50,2004年8月27日,大田区産業振興会館)資料

OlttP://www.jsme.or.jpJicmjがectuzdOO4necture20040827血ms827･medhme.hh)

多摩川誌編集委員会 (1986)『多摩川誌』,建設省関東地方建設局京浜工事事務所企画,財

団法人河川環境管理財団発行

西郡仁朗 (2004)｢新しい日本文化論と日本語教育のためのマルチメディア ･コンテンツ
『夢を紡ぐ街｢東京一月の研究開発｣科学研究費補助金基盤研究C(2)研究成果報告書,pp.

11-17

西郡仁朗 ･篠崎晃一 (2004)｢新しい日本文化論と日本語教育のためのマルチメディア･

コンテンツ 『夢を紡ぐ街潮 スクリプトとヒント｣科学研究費補助金基盤研究

C(2)研究成果報告書,pp.77･157

平林義正 (2∝川)｢民謡と民族芸能のルーツを訪ねて (28) 六百八十年前より伝わる厳正

-94-



寺水止の舞 (鬼京都大RJ区)｣『音楽鑑賞教育』7,pp.26-7[水止舞保存協会提供資料]

Neri,A.,Cudliarini,C.,andStrik,H.(2001)E飽cb'tBRjedbackDmエgpmmzmcl'ab'om血
ARg･baiPdα1ムLPaperpresentedattheworkshopoftheComputerAs sisted

bnguageLearning,An dficialInteuigenceinEducadoncorderence,SanAntomiO,TX

Shinh ,M.andDantsuji,M.(2002)AMjdelal肋 edta･BasedEngb'd G4LL,

伽 お お血･JapaDaだStudeD晦Paperpresentedatthe6thWorldMuldconferenαof

Systemi筏,Cybemeticsandlnformati筏,Orlando,USA

資料1 スクリプト資料 2Jl

Title:サンリオ (1)

hv:キティーグッズ

BGSoLuld:

N:可愛くてユーモラスなキャラクター㌔日本には､たくさんのキャラクターがいて､子供だけではな

く､大人にも人気がありますこ今日は､そんなキャラクターと一緒に仕事をしている女性を紹介し

ますム

hv:ピューロランド

BGSound:

A:ここは､東京多摩市にあるサンリオピューロランドで九 今日はここで働いている方に､色々な話

をうかがいますム

Mov:サンリオインタビュー (1)

A:はじめまして､今日はどうぞ宜しくお願いしますム

B:宜しくお願いしますム

A:まず､お名前をお願いします.

B:はい､安宿由美子と申しま+.

A:お仕事は何ですれ

B:はい､｢サンリオピューロランド｣というテーマパークでダンサーをしていますム日本には色々な

テーマパークがありますが､ピューロランドでは外国の会社ではなく日本の企業によって作られま

21本望坪仲 rMov:Jは当絃箇所で使用しね触酎粂素材の仮称､rBGSound:｣はスクリプト内容を背魚音声として
柳腰 りの動画像素材と典に使用することを示すOまた､rA:｣はインタビュアー､rB:｣はインタビュー対象者､rN:J
はナレーターの発話を指す1
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した｡日本オリジナルのテーマパークでIo中には､アトラクションやシアター､キャラクターの

家などがあります;子供だけではなく大人も一緒に楽しめますム

A:そうですれ 館内にはたくさんのキャラクターがいるんです~れ

B:そうです｣子供たちはキャラクターと遊ぶこともできますムどのキャラクターも子供たちは大好き

ですが､中でも一番人気があるのはキティちゃんですれ

A:キティちゃんは猫のキャラクター㈱

B:はい､そうで九 ピューロランドにはキティちゃんの家もあるんです㌔

A:最近では､日本だけでなく､アジアやその他の国でも人気があるそうですが｡

B:ええ､そうなんでれ ですから､ピューロランドには､日本国内だけではなく､色々な国の方が訪

れますo

Title:サンリオ (2)

hv:サンリオインタビュー (2)

A:ダンサーをしているということですが､具体的にはどんなところで踊るのですか?

B:館内にはシアターがいくつかありますこそのステージで､キティやシナモンをはじめ人気キャラク

ターが登場するライブショーやミュージカルに出演していますム

A:キャラクターと一緒に織るんですれ それじゃ､例えば､キティちゃんと共演することもあります

か｡

ら:はしヽ 私もキティちゃんが大好きですから､同じステージに立ててとても嬉しい下れ

A:それは楽しそうですね｡安福さんがダンスを始められたきっかけは何ですれ

良:そうですね- ･､私達が小さいころピンクレディーという女性二人組の歌手がいて､人気があっ

たんで九 その歌と振り付けが大好きで､よくまねをしていました｡その頃､女の子はみんなピン

クレディーに憧れて､まねをして､踊っていたんですよ｡

A:わたしも見たことがありま+.

B:(上記にうなずく)

中学生になって､見学した学校のクラブがダンスのクラブでし7㌔ 面白そうなので入ってみまし

た｡その後､高校でもダンスクラブに所属し､短大では舞踊を専攻し､ずっとダンスの勉強を続

けてきました｡特に中学､高校のクラブでは先生がきびしく､練習も大変でしたが､ダンスの基

礎をみっちり教えてもらいました｡

A:それでは､今のお仕事は小さい頃からの夢だったんです才も

B:今から思えばそうです才も
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TitJe:サンリオ (3)

hv:サンリオインタビュー (3)

A:学校を卒業してすぐにピューロランドで働き始めたんですれ

B:いいえ､しばらくは芸能プロダクションに所属して､教育のビデオなどに出たりしていました｡で

も､どうしてもダンスの仕事がしたくて､ピューロランドのオーディションを受け､採用されまし

た｡

A:そうですれ すぐに舞台に立てましたれ

8:はい､幸いにもピューロランドに入ってすぐに妖精フローレンスというライブショーの主役をやる

ことができました｡

A:いきなり主役ですか !それはすごいですね

B:ありがとうございますム

A:ところで､お仕事は毎日ですかつダンサーと言うと毎日練習を欠かさないイメージがあって､大変

だと思いますが｡

a:舞台があるときは､日に2回～5回ほどステージに立ちます｡ステージが終わった後も､ダンスの

練習がありま+.ミュージカルですから､ダンスだけではなく歌も歌います｡歌は以前､テレビtの

子供番組で､歌のお姉さんをしていたので､その時練習しました｡

A:こういうところは､休日が忙しいですよね｡

B:そうですね｡仕事のスケジュ-ルは普通の会社で働いている人とだいぶ違います;3日出て1日休

みという感じですね｡お正月や夏休みなど､人が休みの時は休めません｡

A:それは大変です才も

普段からダンサーとして何か注意していることはありますか,

B:そうですね- ･O太ることができないので､健康管理には気をつけていますム例えば､十分睡眠

をとるようにしています｡それに､夏でも日焼けをしないように注意していますね｡

A:なるほどと他にはなにかありますかも

B:いいえ､特にありません｡大好きなお仕事を楽しくさせてもらっていますので､それほど大変なこ

とはありませんわ｡

A:好きな仕事ということですが､ダンサーという仕事のやりがいはなんでしょうかつ

B:とにかく踊って何かを表現するということが楽しいで･れ どうやったらうまく表現できるかじっく

り考えて､同じ振り付けでも､それぞれ自分の個性を出せることがとても面白いと思います｡

それに､例えば､私のこの衣装と同じ衣装をお母さんに作ってもらって､それを着てショーを見

にきてくれる子供がいました才も 私のことを覚えてくれていて嬉しかったし､その子の衣装もと

てもかわいかったですよ｡
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Title:サンリオ (4)

hv:サンリオインタビュー (4)

A:先ほどもお話に出てきましたが､今海外でも大人気のキティちゃんについて､安福さんはどう思い

ますかも

B:私もキティちゃんが大好き耽 そのキティちゃんが日本だけでなく､海外の人達にも気に入って

もらえて､とても嬉しい~紙

A:ステージの上から外国のお客様はわかりますか?

B:はい､海外からのお客様は舞台から見ていて､リアクションで違いがわかるんですよ｡でも､こと

ばが通じなくても一緒に写真を撮ったりキティちゃんと触れ合ったり､気持ちは十分通じ合います;

A:それはすぼらしいことです才も

安福さんの将来の夢を教えてくださし㌔

a:そうです~ね｡小さい頃からダンスが大好きで､今もずっと続けていますムですから､できればおば

あちゃんになっても､ずっとダンスを続けていきたいですね｡それから､最近では､ときどきダン

スの振り付けのお手伝いをすることもあります｡これからはもっと､ダンスの創作というお仕事に

もかかわっていきたいと思っていますこ

A:それでは､̀最後に､舞台の上から世界の皆さんにメッセージをお願いしますム

B:はし㌔舞台の上は､日常生活の空間とは違う夢の世界ICl.私達はその夢の世界の中で楽しく踊っ

ていますム是非皆さんも私達の夢の世界に来てくださし㌔きっと楽しいひと時を一緒に味わって頂

けると思いますム

キティちゃん達と一緒にお待ちしていますふ

A:今日はお忙しい中､どうも有難うございました｡

B:こちらこそ､どうもありがとうございました｡

(以下､省略芦)

(しみず まさあき･首都大学東京准鮒受)

(こまつ きょうこ･首都大学東京大学院生)

(ふじもと かおる･首都大学東京大学院生)

(ふおん しゆうぎょく･東京都立大学大学院生)

(みやた たけあき･東京都立大学大学院生)

(にしごおり じろう･首都大学東京教陵)

場他のスクリプトは､http:nnihongp.human.metor･u.ac.jd､shimizubdexlhtmi より参照可能 (予定)｡

-98-


	nihongo kenkyu 26

